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ひとこと

これからの社会を生き延
びる力を育てるための授
業について追究中。

使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

高槻市では GIGAス クール構想に伴い，
２０２０年度より児童生徒に１人１台Chrome
book が貸与されるなどの環境整備が行わ
れた。また，教師・児童生徒にそれぞれ
Google アカウントが付与され，各校では
Google Classroom やその他の機能を活用
した授業や新しい児童の生活様式など，教
育活動のニューノーマルを追求する実践を
進めている。

本校は２０２１年度より，文部科学省によ
る学習者用デジタル教科書実証事業を受け
ている。さらに本市では市内にある２つの
小学校を今回の事業の重点校と指定し，本
校はそのうちの１校にあたる。１年生から
６年生まで全学年の児童にクラウド版学習
者用デジタル教科書が提供され，それぞれ
の学年の実態に応じて活用を進めている。
３～６年生には理科のデジタル教科書が提

供され，教科書を使うときにはできるだけ
デジタル教科書を使う習慣を付けることか
ら始まった。児童もデジタル教科書の使用
が始まってから最初の１か月は操作に困る
場面があったが，すぐに操作に慣れ，今で
は紙の教科書と変わらない使い勝手を感じ
ている。

授業ではペン機能を使って教科書に書き
込んだり，ノート機能を使い，自分の予想
を図や記号と共に表現したり，コンテンツ
を使って児童の更なる知識の定着や理解を
サポートしたりと，さまざまな場面でデジ
タル教科書を使ってきた。こうした活用を
進めながら，事業の趣旨であるデジタル教
科書の普及のための課題の洗い出しや，そ
の解決策の模索をしてきた。

デジタル教材 学習者用デジタル教科書・教材セット

使 用 端 末 1人1台使用 （Chrome OS）

そ の 他 機 器

指導者

学習者

デジタル教材 指導者用デジタル教科書（教材），
その他（Microsoft PowerPoint）

使 用 端 末 Windows

そ の 他 機 器 大型モニター
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授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 ■理科室の使い方を学ぼう。

■教師が作成した PowerPoint を大型モニターに投
影しながら，理科室の使い方を学ぶ意義を説明す
る。

なぜ理科室の使い方を学ぶ必要が
あるのか，今日の授業の価値を児
童が感じられるように授業の導入
で説明する。

展  開 ■児童は 1 人 1 台の端末を使い，学習者用デジタル教科
書を開き，授業に参加させる。

p.106「理科室の約束」
■「理科室の約束」を各自で音読させる。
■「理科室の約束」の中で，特に自分が意識しておき
　 たいものにペン機能で印を付ける。
■どの約束を選んだのか，なぜそれを選んだのかをペ
　 アで話をさせる。

p.106「実験を始める前に」
■「実験を始める前に」を各自で音読させる。
■実験によく出てくる器具を，いくつか見せる。
■学習者用デジタル教科書のコンテンツ（フラッシュ

カード）を使い，器具の形と名称を覚えさせる。

■実験準備のロールプレイングとして，班ごとに実験器具
を揃える活動をさせる。

児童が学習者用デジタル教科書を
使うときは，開く画面が分かりやす
いように，教師も児童と同じ画面を
教室前方の大型モニターに投影し
ておく。

学習者用デジタル教科書を読むと
きは，総ルビ表示機能を紹介し，児
童が適宜利用できるようにする。

ビーカーや試験管など，学習者用デ
ジタル教科書のコンテンツ（フラッ
シュカード）に出てくる器具を実際
に見せておく。

班で実験器具を揃えるときは，ガラ
ス器具を持ち，教室内を歩くことに
なるので，安全に配慮する。

授業の展開　　  わくわく理科４　教科書 p.１０６，１０７   １時間目／２時間中

大型モニターに PowerPoint を投影

▶

▶
学習者用デジタル教科書

▶
学習者用デジタル教科書

大型モニターに PowerPoint を投影
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授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

p.107「実験をするときは」
■「実験をするときは」を各自で音読させる。
■ペアで，「実験をするときは」のそれぞれの項目がな

ぜ必要なのか理由を考えさせる。理由が考えられた
項目から，ペン機能を使い，学習者用デジタル教科
書にチェックマークを入れさせる。

■教師が作成した PowerPoint を大型モニターに投影
して，「実験をするときは」のそれぞれの項目が必要
な理由を解説する。

単に覚えるだけでなく，それぞれ
の項目が必要な理由を考えること
で，項目をより深く印象付ける。

まとめ p.107「まちがいさがし」

■指導者用デジタル教科書を前に提示して，やり方の
説明をしたあとで，学習者用デジタル教科書のコン
テンツを個人で操作して，まちがいさがしをさせる。

■まちがいさがしが終わった児童から，学習者用デジ
タル教科書のコンテンツ（アニメーション）を各自
のタイミングで再生し，答え合わせをする。

■次回の予告をして，次の授業につなげる。

学習者用デジタル教科書のペン機
能を使い，まちがった使い方をして
いるところに印を付けさせる。

コンテンツに出てきた答え以外に
も，児童が印を付けたところがある
か確認し，それぞれの発見や考えを
価値付けるようにする。

学習者用デジタル教科書

大型モニターに PowerPoint を投影

▶
学習者用デジタル教科書

機器・教材



  児童の反応， 実践の手ごたえ

初めは児童がすぐ教科書を開くことがで
きるようにデジタル教科書のリンクをブッ
クマークに登録したり，ペン機能・ノート
機能などの使い方，コンテンツを開くとき
の決まり事など，基本的な指導を行うこと

から始まった。デジタル教科書を使い始め
て約半年が過ぎ，教師も児童もそれぞれ見
えてきたことがある。そこで，それぞれの
視点からデジタル教科書の使い心地につい
てまとめると，以下のようになった。

教　師 児　童　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
う
こ
と
の
良
さ

・ペン機能のおかげで，今までより子どもの
考えや困っているポイントが見えるよう
になった（どの写真のどこに注目してい
るのか，どの言葉がわからないのかなど）。

・子どもの考えをすぐに教科書に書き込ませ
ることができるので，子どもとのコミュ
ニケーションが円滑に進む。

・さまざまな写真やコンテンツを効果的に使
い，学習の個別化を実現することが簡単
にできる。

・教材を用意する時間が減った。

・ルビの必要な児童に一つ一つルビを打たな
くても良くなった。

・気軽に教科書に書き込んだり，消したりす
ることができるから，考えが決まってなく
ても，とりあえず書ける。

・ペン機能のおかげでホワイトボードのよう
に簡単に書いたり消したりできるから，友
達と意見を出し合って，自分達の意見をま
とめやすい。

・教科書では見られない動画やワークシー
ト・写真を見ることができるから，今まで
よりももっと興味がわく。

・わからない言葉などが出てきたら，新しい
タブを作って検索できる。

・ページを入力するだけですぐ教科書を開く
ことができる。

・教科書を読める（ルビのおかげで）。

面白いことに，教師が感じているデジタ
ル教科書の良さを児童も感じ取ることがで
きていることがわかった。

１つ目は，ペン機能である。ペン機能を
使うと，教科書にいろいろと書き込むこと
ができる。紙の教科書にも書き込むことは
できるが，気軽に書いたり消したりするこ

とができるという点では，デジタル教科書
のほうが向いている。児童にとって教科書
に書き込むことへのハードルが低くなり，
即座に自分の思考を表現することができる
ようになった。そのおかげで，教師は今ま
で聞くことができなかった子どもの考えや
困っているところを知る機会が増えた。

６年  大地のつくりと変化 河口付近での堆積 ５年  流れる水のはたらき  予習でわからないところ探し



６年  大地のつくりと変化  ボーリング調査の実験

２つ目は，特別な支援を必要とする児童
への手立てである。教室にはさまざまな
ニーズを持つ児童が在籍している。今回使
用したルビ機能がデジタル教科書にあるこ
とで，漢字を読むことに課題がある児童は
学習に参加しやすくなった。普段も含め，
紙の教科書では漢字が読めず，学習につま
ずいていた児童も，ルビがあることで学習
意欲を維持することができた。

３つ目は，紙の教科書にはない豊富なデ
ジタルコンテンツである。今回の授業でも
フラッシュカードやアニメーションなどを
用いた。児童の理解を深めるためのものや，
興味を引くものが学習に合わせて豊富に掲
載されているのが，デジタル教科書の強み

である。また，いつでもデジタル教科書上
のリンクを使って気象情報を見て確認する
など，授業の一部に自習の時間を設けるこ
とで，児童はコンテンツなども使いながら
一人一人が学びたいことを学べるので，学
習の個別化に役立っている。

教師にとっても，デジタル教科書を活用
することは，これまで費やしていた教材準
備の時間を短縮することにつながった。例
えばルビを個別に打ったりする作業や，追
加の教材を自分で作ったりする手間を省く
ことができる。その分の時間を他の教材研
究に回すことで，授業の質をさらに向上す

ることに注力できるのはありがたい。
デジタル教科書はただ紙の教科書と同じ

ように使うことを目的にするだけでなく，
その良さをうまく生かせるようにねらいを
持ち，児童の学びの手助けとなるような使
い方をすることができると実感した。

６年  てこのはたらき  自習中



  まとめ

デジタル教科書を効果的に活用することは，
令和３年に出された文部科学省答申の『「令和
の日本型学校教育」の構築を目指して』で説
明されている「個別最適な学び」の実現に近
づくことだと私たちは捉えている。

デジタル教科書を使えば，ルビ機能や色を
反転させて表示することで個別のニーズに応
じた教科書にカスタマイズすることができる。
さらに，付属している様々なコンテンツを使
うことで，児童は必要な学習材を必要なタイ
ミングで選び取り，何度も利用することがで
きる。また，ノートに書くよりも，デジタル
教科書の画面に書き込むほうが学習しやすい
児童もいるだろう。

これらのデジタル教科書の良さを生かすこ
とで，従来の教師による一斉指導型の授業も，
より「個別最適な学習」に近づけていける。
一斉指導の充実に加えて，デジタル教科書の
強みをより生かすことで，私たちは新たな授
業形態を模索していきたいと考えている。

例えば，児童が自ら学習を選び，進めてい
くような授業形式もデジタル教科書を使うこ
とで実現できると思われる。具体的に一例を
挙げると，授業において全員が同じことを同
じようにやっていないような授業はどうだろ
うか。その授業では，ある子はデジタル教科
書のコンテンツを見て学んでいるが，別の子
は実験で仮説を確かめている，また別の子は
実験結果をまとめ直している，別の子はイン
ターネットで調べものをしているというよう
に様々な方法で学ぶ姿が見られる授業である。

理科のデジタル教科書，そして１人１台のタ
ブレットの環境があれば，このような「個別
最適な学習」を推し進めた授業形態もこれま
でよりやりやすくなるだろう。私たちにとっ
ては，このような授業形式はまだ慣れていな
い点が多々あり，実践していくにはこれまで
以上の研究が必要である。しかし，児童にとっ
ては自分に必要な学習が選べる，自分に合っ
た学習ができるという点で価値のあることな
ので，デジタル教科書の良さを生かしながら，
さまざまな授業形態を追求していきたい。

教師による授業形態の工夫に加え，子ども
たちがデジタル教科書をツールとして使いこ
なし，「個別最適な学び」「協働的な学び」を
実現していくためには，意識しておきたいこ
とが他にもある。子どもたちがデジタル教科
書を自在に使えるようになるまでのプロセス
を学校全体として丁寧に整備すること，職員
間で実験的な実践を積み上げる機運を高める
こと，またデジタル教科書の使用自体を目的
化しないことなどである。

学校現場にとって子どもが「デジタル教科
書」を教科書として使用することもここ最近
の大きな変化の一つである。少しずつその使
い方をブラッシュアップしていければ良いと
考えている。これからの社会でデジタル化が
前進することはあっても後退することはない
だろう。子どもたちが未来の社会を生きてい
くために必要な力を育てていくために，私た
ちはデジタル教科書の効果的な活用方法をさ
らに探っていきたい。




